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瀬戸内の山～里～海～人がつながる環境教育

大学と地域との相互学びあい型環境教育指導者育成カリキュラムの展開

小林 修（申請代表者）

愛媛大学農学部 講師

平成１８年度

現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）
テーマ：持続可能な社会につながる環境教育の推進

取組実施期間：平成18年度～20年度

参考資料3-5
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教員養成ＧＰ（資質の高い教員養成推進プログラム）
【18年度は、全国の大学・短大で申請92件、選定24件（選定率26.1%）。うち１件が愛媛大学の取組】

1年制大学院が地域の特別支援教育を変える
－教育現場・教育委員会と連携した特別支援教育コーディネーター養成プログラムの構築－

http://www.ehime-u.ac.jp/pickup/coe/kyouin.html

ＧＰとはＧＰとは、、Good PracticeGood Practiceの略で、の略で、大学教育の優れた取組大学教育の優れた取組のことです。そして、文部科学省が、のことです。そして、文部科学省が、

大学教育改革を促進しようと、これらの取組を、国公私立大学を通じた公正な審査によって選定しているのがＧＰ事業です。大学教育改革を促進しようと、これらの取組を、国公私立大学を通じた公正な審査によって選定しているのがＧＰ事業です。
今回、狭き門を突破し、今回、狭き門を突破し、３件もの取組が選定３件もの取組が選定されたことは、されたことは、愛媛大学の教育力愛媛大学の教育力が全国的に優れていることの証です。が全国的に優れていることの証です。

愛媛大学の教育力！愛媛大学の教育力！
平成１８年度文部科学省ＧＰ事業選定で平成１８年度文部科学省ＧＰ事業選定で３冠３冠

特色ＧＰ（特色ある大学教育支援プログラム）
【18年度は、全国の大学・短大で申請331件、選定48件（選定率14.8%）。うち１件が愛媛大学の取組】

ＦＤ／ＳＤ／ＴＡＤ三位一体型能力開発
http://www.ehime-u.a.jp/pickup/coe/gp.html

現代ＧＰ（現代的教育ニーズ取組支援プログラム）
【18年度は、全国の大学・短大・高専で申請565件、選定112件（選定率19.8%）。うち１件が愛媛大学の取組】

瀬戸内の山～里～海～人がつながる環境教育
―大学と地域との相互学びあい型環境教育指導者育成カリキュラムの展開―

http://www.ehime-u.ac.jp/pickup/coe/gendai.html

※特色ＧＰには、16年度も選定されています。

お接待』の心に学ぶキャンパス・ボランティア
http://www.ehime-u.ac.jp/pickup/coe/gp_16.html

=  =  愛媛大学は、これからの愛媛を支える人材養成を担っています愛媛大学は、これからの愛媛を支える人材養成を担っています ==
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取組の実施体制
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取組における学生教育の目標と
養成する人材像について

• 自然環境，地域社会（文化）と経済の3つの視点に
立ち，（ESDの基本的な視点）

• 自ら地域に出向き，地域から地球規模の環境の諸
問題について自ら気づき（課題発見能力の育成）

• グローカル精神に基づき，その問題についてさまざ
まな方向から考察して問題の解決に取り組むこと
のできる知識と技能を身につけ（問題解決能力）

• さらには地域のさまざまな意志決定レベルを通して
問題の解決に向けて積極的に働きかけることので
きる人物（社会参画意識の育成）
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取組フィールド
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大学生
社会人
聴講生

教員

NPO

教員は学びあいを
ファシリテートしなが
ら自らも学ぶ

授業はステークホルダーどうしの学びあいを大切にします

取組の学びの形態
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取組の全体像取組の全体像
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環境ESD指導者
養成講座II（必修）

4単位

環境ESD指導者
養成講座II（必修）

44単位単位

1年次
前期

1年次
後期

2年次
前期

２年次
後期

3&4
年次

環境ESD指導者
養成講座I（必修）

4単位

環境ESD指導者
養成講座I（必修）

44単位単位

共通教育
「コア科目」

地域・生命・環境
こころと健康
「知の展開科目」
人間と文化
生活と制度
科学と現代
自然との共生

共通教育
「コア科目」

地域・生命・環境
こころと健康
「知の展開科目」
人間と文化
生活と制度
科学と現代
自然との共生

アフターフォロープログラムアフターフォロープログラム

22単位単位

愛媛大学愛媛大学環境環境ESDESD指導者指導者カリキュラムカリキュラムのしくみのしくみ

認定
授業

6
単位
選択
必修

認定認定
授業授業

66
単位単位
選択選択
必修必修

指導者II種指導者II種

指導者I種指導者I種

指導者II種認定

指導者I種認定

「持続的発展可能な社会のための学び－ESD」（必修）
共通教育 コア科目「地域・生命・環境－人類と環境」開講科目

「持続的発展可能な社会のための学び－ESD」（必修）
共通教育 コア科目「地域・生命・環境－人類と環境」開講科目

学部専門科目学部専門科目
10単位
選択
必修

1010単位単位
選択選択
必修必修

（16単位）

（14単位）
環境ESD指導者
養成演習I・II（必修）
計4単位

環境ESD指導者
養成演習I・II（必修）
計計44単位単位
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愛媛大学環境ESD指導者資格の種類

• 愛媛大学ESD・環境教育活動インストラクター（初級）
– 本カリキュラムで習得した知識と体験をコーディネーター・トレーナーが企
画した各種ESD・環境教育活動において，指導者として活動参加者に還
元することができる。

– （認定に必要な単位）必修科目10単位および選択（必修）科目6単位，計
16単位。

• 愛媛大学ESD・環境教育活動コーディネーター（中級）
– インストラクターに求められるスキルに加えて，本カリキュラムで習得した
知識と体験をもとに，各種ESD・環境教育活動の企画・運営・評価すること
ができる。

• 愛媛大学ESD・環境教育活動トレーナー（上級）
– インストラクター・コーディネーターに求められるスキルに加えて，養成講座
および活動においてインストラクター・コーディネーターの指導を行うことが
できる。また資格認定者が実施する体験活動の相談窓口となり指導・助言
を行うことができる。

10

環境ESD資格（初級）認定要件

• （必修）環境ESD指導者養成講座IおよびII
– 知の展開科目「自然との共生」

– 1年次後期4単位+2年次前期4単位 = 8単位
• （必修）持続可能な社会づくりのための教育

– 知の展開科目「自然との共生」

– 2年次前期2単位
• （選択必修）知の展開科目の中から指定する認定授業を（2年
生前期終了時までに） 6単位
– 別紙に指定する，認定授業の中から，「自然」，「社会文化」，「経済」そ
れぞれから2単位，合計6単位を選択

認定に必要な総単位数 = 16単位認定に必要な総単位数 = 16単位
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コア科目：環境コア科目：環境ESDESD指導者養成講座指導者養成講座II
（（11回生後期・回生後期・44単位・必修）単位・必修）

日付 目的 I (8:30-9:30) II (9:40-10:40) III (11:00-12:00) IV (12:50-13:50)

2006年12月25日 ガイダンス
アイスブレーキング

アイスブレーキ
ング
ガイダンスI

ガイダンスII
環境ESDの理念・
現状・課題

2006年12月26日 里と人
「里と社会シス
テム」

里と人
「里と食料・農
業」

里と人
「里と生態系・
景観」

NPO課題提示
えひめグローバ
ルネットワーク

2006年12月27日 山と人
「森の文化の起
源」

山と人
「現代へ続く森
の文化」

山と人
「山の暮らし
食べ物編」

15:30-16:10
グループディ
スカッション
小テスト

2006年12月28日 海と人
「流れと生物」

海と人
「海と地域社
会」

海と人
「環境教育の現
状」

行政課題提示
松山市・NPOサ
ポートセンター

2007年1月～2月 フィールドワーク

2007年3月5日 フィールドワーク中
間発表

企画立案の方法

2007年3月6日 グループディス
カッション

環境における物
質の循環I
「分子の循環」

2007年3月7日 環境/自然から
切り離される
ヒト

グループディス
カッション

環境/自然から
攻撃されるヒ
ト

廃棄：分断さ
れた社会

2007年3月8日 公開シンポジウム発
表準備

2007年3月11日 公開シンポジウム

グループのアイスブレーキングと
グループワーク技法

外部講演者からの評価，一般参加者からの評価，教員からの評価，受講生同士の評価

フィールドワーク
中間発表

事前発表 グループディスカッション

提示された課題フィールドに出向き，課題発見と問題の解決につながる環境教育の企画を立案する。
→公開シンポジウムで発表　※グループごとに調査日程を組む。

グループディス
カッション

グループディス
カッション
小テスト

グループディス
カッション
小テスト

V (14:00-15:00)

フィールドワーク
調査手法
（安全教育）

グループディス
カッション

VI (15:10-16:10)

フィールドワーク
調査手法
（調査の実際）

グループディス
カッション
小テスト

【ESDの視点別オム
ニバス講義】
ESDの3つの視点であ
る，自然，社会文
化，経済に視点を置
きながら，物質循環
という観点から，
人，物，金のつなが
りについて学習す
る。

環境における物質の循環I
「水の循環」

13:00-14:30
山と人
「国際経済と持続可能な森
林管理」

グループディス
カッション

社会の絆を取り
戻す

14:40-15:30
NPO課題提示
自然環境教育えこ
とのは

グループディスカッ
ション
小テスト
※フィールド調査ガ
イダンス

プレゼンテーショ
ン技法

【野外フィールドオ
ムニバス講義】
フィールドワークを
にらみ・・・
学生が出向く地域の
様々な環境問題につ
いて，フィールドご
とに分類してブリー
フィング的授業を展
開する。
ただし，具体的な課
題は学生自らフィー
ルドから発見するこ
とを促す内容とす
る。

環境における物質
の循環II
「紙の循環」

12

環境ESD指導者養成講座 I
履修登録の方法

• 認定単位授業の履修登録→12月5日午後5時まで
に

• 「環境ESD指導者養成講座I」の「志望動機」に関す
るレポートを提出
– 所定用紙に記述
– 提出先：共通教育チーム
–〆切→12月5日（火）17:00

• 【 12月11日に受講者の決定・通知】
• 受講決定後「環境ESD指導者養成講座I」について
履修登録ないし，科目等履修生申込

• 12月下旬から集中講義を実施
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人材認定等事業の登録等（第11条～第18条）

・国は、民間団体、事業者などが行う環境保全に関する指導者を育成・認定す
る事業の登録制度を創設します。

・人材育成・認定に関する取組事例、人材育成のマニュアルについての情報
の収集、整理、分析、その結果の提供を行います。

民間が行う人材
認定・育成事業

Ａ団体の事業

Ｂ団体の事業

認定・育成
された指導者

一般の方々に主務大臣

環境大臣

文科大臣

農水大臣

経産大臣

国交大臣 情報の提供

登録

登録

認定

育成

指導

・登録制度によって、民間が行う人材認定・育成事業の社会的信頼性が高まります。
・環境保全について学んだり、活動したりしようとする人が指導者を探し易くなります。

自然体験

勉強会

○×ﾘｰﾀﾞｰ

△□指導者

認定、登録を受けない指導者

指導

指導

環境省

14

外部資格・指導者養成講座への接続

ネイチャーゲーム
リーダー養成講座

ネイチャーゲーム
リーダー養成講座 自然体験活動リーダー

（CONEリーダー）
自然体験活動リーダー
（CONEリーダー）

ECO検定ECO検定

ネイチャーゲームの基本的な理念と指導
方法を学ぶとともに、公認ネイチャーゲー
ムリーダーの資格が取得できる講座です。

環境に対する幅広い知識をもち、社会の中で
率先して環境問題に取り組む“人づくり”，そし
て環境と経済を両立させた｢持続可能な社
会｣を目指すのが｢環境社会検定試験（ｅｃｏ
検定）｣。
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Eco検定（環境社会検定試験）
を取得する意義

• 学生
– 環境保全に取り組んでいる企業・団体などへの就職活動や進学
時のアピール材料になります。知識の幅を拡げ、国際的な視野
でこれからの社会の姿を考えられるようになります。

• 一般
– 日常生活の中で、環境に配慮した生活知識を身につけることが
できます。また、環境への知識をもとに、地域再生や地域振興の
ために活動していただくことも期待しています。

• 企業
– 企業の社会的責任（ＣＳＲ）対応や今後の環境ビジネスの展開に
向けて、知識を活用できるようになります。また、取得する社員が
増えることで、企業のイメージアップにもつながります。ＩＳＯ取得
後の継続学習の一環として、社員の意識改革や自己啓発にも役
立てられます。

16

環境ESD指導者養成資格は
自分の進路に生かせるのか？



9

17

環境ESDは仕事につながるのか？
出展：環境を守る仕事なり方完全ガイド，学研（2006；第2刷）

• 環境を守る仕事とは
–「自然の観察・保護」を通じて
–「教育・伝える」を通じて
–「社会・企業」を通じて
–「サービス・モノ」を通じて

18

問題群としての地球環境問題
（H13年版環境白書）
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環境教育の実践体系

20

「自然の観察・保護」を通じて環境を守る仕事

野生動物の生態系を
調べケアする

野生動物の生態系を
調べケアする

生態系そのものを
研究する

生態系そのものを
研究する

自然・公園の中で
自然の生態系を守る

自然・公園の中で
自然の生態系を守る

•ビオトープ管理士

•樹木医

•野生動植物調査会社

•学芸員

•大学教授

•民間・公立研究所

•自然保護官

•森林インストラクター

•インタープリター
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「教育・伝える」を通じて環境を守る仕事

自然の中で，
その素晴らしさを
解説する仕事

自然の中で，
その素晴らしさを
解説する仕事

教育の現場で，
自然環境の重要性を

伝える仕事

教育の現場で，
自然環境の重要性を

伝える仕事

メディアで
自然環境保全・改善を

促す仕事

メディアで
自然環境保全・改善を

促す仕事

•インタープリター

•エコツアーガイド

•グリーンツーリズムインスト
ラクチャー

•初等・中等・高等教育教員

•学芸員

•パーマカルチャー指導員

•新聞記者，テレビ関係者

•出版

•インターネット

22

「サービス・モノ」を通じて環境を守る仕事

新エネルギーの
技術開発をする

新エネルギーの
技術開発をする

自然にやさしい商品や
サービスを提供

自然にやさしい商品や
サービスを提供

自然環境保全・改善に
かかわる装置を開発

自然環境保全・改善に
かかわる装置を開発

•太陽電池の開発

•風力発電の開発

•燃料電池の開発

•建築士

•オーガニックカフェ

•環境配慮グッズの開発

•水質・大気・土壌汚染防止装
置の開発

•公害計量装置の開発

•太陽電池，風力発電，新エネ
ルギーに関わる装置の開発
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日本の環境ビジネスの市場規模及び雇用規模の現状と
将来予測についての推計（OECD分類）

環境省（2004）
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日本の環境ビジネスの市場規模及び雇用規模の現状と
将来予測についての推計（OECD分類）

環境省（2004）
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環境誘発型ビジネス 環境省（2004）

「環境誘発型ビジネス」とは，環境保全を考えた消費者の行動が環境に配慮した機器
やサービスの需要や市場を誘発する市場。経済協力開発機構（OECD）の分類の「環
境ビジネス」を含み、これより広い範囲の事業を指す。

環境ビジネス
（OECD分類）
環境ビジネス
（OECD分類）

自然観賞型の
観光

自然観賞型の
観光

省エネ型
家電製品

省エネ型
家電製品

低排出・
低燃費型
自動車

低排出・
低燃費型
自動車

リース・レンタルリース・レンタル

エコファンドエコファンド 環境保全型
農業

環境保全型
農業

26

環境誘発型ビジネスの
現状と将来予測

2000年 2025年

市場規模（兆円） 41 103

雇用規模（万人） 106 222




